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　私たちの体に流れる血は、造血幹細胞が赤血

球や白血球、リンパ球に分化してつくられていま

す。造血幹細胞は、幹細胞としてはもっとも古く

から知られているものの一つですが、その仕組

みはまだ完全に解明されていません。「造血幹

細胞は、それ自身が血になってしまってはそこで

終わってしまうので、常に幹細胞として自己複製

を繰り返しながら分化し、赤血球や白血球、リン

パ球をバランスよく保つ機能を持っています。現

在、ES細胞から造血幹細胞をつくる研究を進め

ていますが、この自己複製能力を引き出すこと

が難しいのです。ES細胞にある遺伝子を入れる

と“造血幹細胞らしきもの”ができるのはわかっ

ています。しかし、この遺伝子は実際に私たちの

体の中で、造血幹細胞にかかわって働いている

遺伝子ではありません。本来使われていない遺

伝子を使って造血幹細胞を人工的につくってし

まっては、本当の仕組みがわからないままになっ

てしまいます」。造血幹細胞がどこから生まれ、

自己複製を繰り返すことができる能力にどんな

遺伝子がかかわっているのか。本物の機能を持

つ造血幹細胞がつくられた時、造血幹細胞の神

秘的ともいえる機能は解明されると小川峰太郎

教授は語ります。

　大学院で、放射線生物学を学んだ小川教授。

「白血病の患者さんに放射線を当てると、がん細

胞は死にますが、造血幹細胞も死にます。だから

骨髄移植が必要なんです。端的に言えば、私たち

が仕組みを解き明かし再生を目指す造血幹細胞

は、患者さんに移植して成功するものでなければ

ならない。自己複製し、赤血球や白血球、リンパ

球に分化する能力を持っていなければ意味がな

いんです」。生体に移植し、その体が生涯をまっと

うできるものでなければならないと小川教授は

言葉に力を込めます。

　小川教授の研究室では、血管形成についても

研究が行われています。血管内皮細胞には、細胞

内骨格ともいえる、血管の形を支える骨組みがあ

ります。血管内皮細胞は伸びないと細長くなれな

いので形を変化させる必要があり、その調節に

Foxo1という遺伝子がかかわっていることがわ

かっています。「Foxo1を欠損させたES細胞を培

養して血管を作ると、血管内皮細胞が正しい形に

なれないことがわかっています。Foxo1は、血管

内皮細胞の伸長機能にかかわるほかの遺伝子を

調節しています」。研究室ではFoxo1が支配する

遺伝子を調べ、候補となる遺伝子が一つ見つか

り、解析が進められています。

　一つひとつ、根気よく調べる作業が欠かせな

い基礎研究。「なかなか結果が出ないことも多い

のですが、ほかのことをやらせてくださいとは決

して言わず、造血幹細胞をつくる、という意志を

貫く院生もいます。そういう一生懸命さみたいな

ものが研究には必要ではないかと思います」と

小川教授。「もちろん、そういうものを見つける手

伝いは、私たち教員の役目。寝食を忘れて没頭す

るほどの興味の対象を見つけてほしいですね」。

学生時代、深夜に及ぶ研究作業にいそしんだ、小

川教授ならではの言葉です。

　「分化誘導してできた血液を顕微鏡で見ると

本当にきれいなんです。リンパ球を研究していた

学生の頃、培養して“出てきた！”という感動、そ

れはもう今でも刷り込まれていますね」。研究を

してみたいと思っても、学生のうちは何をやりた

いかもわからないかもしれません。「でも、何をや

りたいのか考えることはできます。それが必要で

す」と小川教授。学生の頃、研究に感じた「わくわ

くとした思い」を、これからの学生たちにも感じ

てほしい。小川教授は自らの研究とともに、指導

者として若い力の育成にも熱い気持ちを注いで

います。
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代表的な幹細胞の一つである造血幹細胞は、
赤血球や白血球、リンパ球に分化するだけでなく、
自らの複製も繰り返し機能を維持しています。
そんな神秘的ともいえる幹細胞の働きに
挑み続けているのが小川峰太郎教授です。
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「治療法のない疾患を治したい！」学生時代にそ
の思いを胸に研究を始めました。そして、究極の
治療法は自己を再生できることだと思い、この
研究室に辿りつきました。まだ、この領域に足を
踏み入れたばかりですが、夢の実現を目指して
頑張ります！
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